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今
月
の
内
容

　
「
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
鉾
田
の
名
物
料
理
を
」

と
、
鉾
田
市
と
鉾
田
市
産
地
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
振
興

協
議
会
で
は
こ
の
ほ
ど
、「
鉾
田
な
ら
で
は
の
料
理
」

を
開
発
し
、
地
産
地
消
と
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う

と
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
「
鉾
田
ブ
ラ
ン
ド
料
理
コ

ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
仙
台
と
い
え
ば
牛
タ
ン
」「
フ
グ
と
い
え
ば
下
関
」

と
地
名
と
名
産
物
が
連
想
で
き
る
も
の
が
全
国
各
地

に
あ
り
、
グ
ル
メ
番
組
や
雑
誌
な
ど
を
通
じ
て
、
そ

の
名
産
地
な
ら
で
は
の
食
べ
方
、
名
物
料
理
な
ど
が

紹
介
さ
れ
、
そ
の
味
を
求
め
る
人
々
を
ひ
き
付
け
て

い
ま
す
。

　

今
回
開
催
さ
れ
た
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
は
鉾
田
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
を
生
み
出
し
て
い
く
の
が
狙
い
。

10
月
18
日
、
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
事
業
で
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
水
戸
市
の
中
川
学
園
調
理
技
術
専
門
学
校

を
会
場
に
、
応
募
45
件
の
中
か
ら
書
類
審
査
で
選
ば

れ
た
11
人
に
よ
っ
て
競
わ
れ
ま
し
た
。
ル
ー
ル
は
、

全
国
一
、
県
内
一
の
生
産
量
を
誇
る
メ
ロ
ン
・
サ
ツ

マ
イ
モ
・
ト
マ
ト
・
イ
チ
ゴ
・
豚
肉
な
ど
15
品
目
の

中
か
ら
い
ず
れ
か
の
食
材
を
使
用
す
る
こ
と
。
審
査

項
目
は
「
野
菜
の
使
い
方
」「
分
量
」「
独
創
性
」「
見

た
目
」
そ
し
て
「
味
」。
参
加
者
は
制
限
時
間
（
60
分
）

を
気
に
し
な
が
ら
、
手
際
よ
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
を

作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
を
通
し

て
P
R
や
加
工
品
開
発
な
ど
積
極
的
な
販
売
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
消
費
の
面
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ
と
な
り
ま
し
た
。
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
は
毎

年
開
催
し
、
鉾
田
市
産
の
料
理
レ
シ
ピ
を
蓄
積
し
、

市
内
の
飲
食
店
や
一
般
家
庭
に
広
め
、
新
た
な
地
域

の
財
産
と
し
て
い
く
考
え
で
す
。 

　

全
国
の
方
が
「
○
○
と
言
え
ば
鉾
田
」
と
言
わ
れ

る
日
、
そ
し
て
、「
鉾
田
」
そ
の
も
の
が
ブ
ラ
ン
ド
と

な
る
日
を
目
指
し
て
挑
戦
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。 

12 お知らせ・各種日程

■成人式のお知らせ
■鉾田市美術展覧会開催
■市民音楽祭開催
■休日診療・健康カレンダー
■心配ごと相談　　　　　ほか

10―11 行政からのお知らせ２

■うまかっぺフェスタ開催
■文化講演会開催
　講師　宮崎県知事　東国原　英夫氏
■労働力調査にご協力を
■潮来税務署からのお知らせ
■移動芸術鑑賞会参加者募集　　　ほか

6―9 まちの話題

■国道354号早期整備要望
■消防団、操法大会
■給食センター建設へ提言
■こむこむ　ほこた
■SPORTS　　　　　ほか

2―5 行政からのお知らせ１

■身近なみどり整備推進事業
■公共下水道工事のお知らせ
■茨城社会保険事務局からの
　お知らせ
■保育園児・幼稚園児募集
■裁判員制度　　　　　ほか

審
査
結
果
（
敬
称
略
）

◆
一
般
の
部
▽
最
優
秀
賞
「
ご
ぼ
う
餃
子
」（
大
和
田
さ
ち
子
）

▽
優
秀
賞
「
お
肌
い
き
い
き
さ
つ
ま
い
も
と
人
参
の
フ
ラ
ン
」

（
二
方
弘
子
）、「
ピ
リ
辛
サ
ラ
ダ
春
巻
」（
鯉
沼
栄
子
）、「
お
じ
ゃ

が
の
ケ
ー
キ
」（
外
山
安
子
）、「
鉾
田
☆
特
製　

和
風
グ
ラ
タ

ン
」（
山
口
亘
代
）▽
特
別
賞
「
パ
イ
は
野
菜
で
も
グ
〜
！
」（
斉

藤
町
子
）、「
繊
維
た
っ
ぷ
り
！
香
ば
し
塩
キ
ャ
ラ
メ
ル
ア
イ
ス
」

（
小
野
祐
子
）
◆
小
中
学
生
の
部
▽
最
優
秀
賞
「
ほ
う
れ
ん
そ

う
蒸
し
ケ
ー
キ
」（
中
根
南
美
）
◆
学
校
給
食
の
部
▽
最
優
秀

賞
「
ベ
ジ
タ
ブ
ル
す
い
と
ん
」（
長
峰
智
子
）
▽
優
秀
賞
「
さ

つ
ま
い
も
コ
ロ
ッ
ケ
」（
八
木
峰
男
）、「
挽
肉
入
り
サ
ツ
マ
イ

モ
コ
ロ
ッ
ケ
」（
酒
井
香
子
）　
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あ
な
た
の
身
近
な
森
林
の

あ
な
た
の
身
近
な
森
林
の

　

整
備
・
保
全
を
後
押
し
し
ま
す
！

　

整
備
・
保
全
を
後
押
し
し
ま
す
！

〜
「
身
近
な
み
ど
り
整
備
推
進
事
業
」
〜

〜
「
身
近
な
み
ど
り
整
備
推
進
事
業
」
〜

県
森
林
湖
沼
環
境
税
活
用
事
業

市
役
所　

産
業
経
済
課　

☎
3
3

－
2
1
1
1

（
内
線
）
1
1
6
4

問

　

森
林
は
、
身
近
な
や
す
ら
ぎ
の
場
で
あ
り
、
生
活
環
境
の

保
全
や
美
し
い
景
観
の
維
持
な
ど
多
く
の
公
益
的
機
能
を
有

し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
、
開
発
や
手
入
れ
不
足
に
よ
り
減
少

と
荒
廃
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
森
林
を
整
備
す

る
場
所
や
内
容
を
ご
提
案
い
た
だ
き
、
茨
城
県
森
林
湖
沼
環

境
税
を
財
源
と
す
る
県
補
助
金
を
活
用
し
、
森
林
の
整
備
保

全
を
実
施
し
ま
す
。

■
事
業
の
例

　

・
通
学
路
、
公
共
施
設
、
住
宅
団
地
等
周
辺
の
森
林
整
備

　

・
松
枯
れ
跡
地
の
健
全
な
森
林
へ
の
復
旧

　

・
森
林
へ
の
竹
林
侵
入
防
止
対
策

　

・
自
然
体
験
活
動
を
行
う
た
め
の
森
林
整
備

　

・
景
勝
地
に
お
け
る
森
林
の
整
備

　

・
農
地
に
隣
接
し
て
い
る
森
林
の
整
備

　

・
耕
作
放
棄
地
へ
の
広
葉
樹
等
の
植
栽　

な
ど

 

事
業
の
概
要 

事
業
主
体
：
鉾
田
市

実 

施
方
法
：
県
の
補
助
金
を
受
け
、
市
が
業
者
な
ど
に
委
託

し
て
森
林
整
備
を
行
い
、
翌
年
度
以
降
は
、
森
林
所
有
者

等
が
適
正
な
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

事
業
の
対
象
地
：
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
区
域

　

① 

民
有
林
（
県
有
林
を
除
く
）
ま
た
は
事
業
実
施
後
に
森

林
と
な
る
こ
と
が
確
実
な
区
域
で
あ
っ
て
、
地
域
の
環

境
保
全
に
役
立
つ
区
域

　

② 

市
と
10
年
間
の
森
林
転
用
禁
止
な
ど
を
定
め
た
保
全
管

理
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
区
域

　

③ 

整
備
を
行
う
１
か
所
の
面
積
が
概
ね
５
０
０
㎡
以
上
の
区
域

 

事
業
の
流
れ 

森林所有者鉾田市茨城県
②事業計画策定
　補助金申請

　初年度の下刈り
や除間伐などの整
備は市が行います
が、その後、10 年
間の保全・活用は
森林所有者などが
行うことを「保全
管理協定書」によ
り約束します。

③事業計画承認
　補助金交付

⑤初年度
　森林整備

①提案など

④保全管理協定

地域住民など
①
提
案など

④
保
全
管
理
協
定

 

保
全
管
理
協
定
と
は 

①保全型協定
（市と森林所有者で締結）

　保全管理協定期間内において、森林所有者は
土地を他の用途に使用しないものとし、森林の
適正な維持管理に努めることを約束する。

②保全活用型協定
（市、森林所有者、森林管理者で締結）

　保全管理協定期間内において、森林所有者は
土地を他の用途に使用せず、また、土地を多目
的利用の場として、森林管理者に提供すること
とし、森林管理者は森林の適正な維持管理につ
いて森林所有者に協力することを約束する。

※ 森林管理者とは、地域住民又は森林ボランティ
アなどをいいます。

 

市
で
実
施
す
る
事
業
の
内
容 

事業
区分

事
業
内
容

森林の整備

植
栽

森
林
の
造
成
又
は
複
層
林
の
造
成
を
目
的
と

し
て
、
苗
木
の
植
栽
及
び
こ
れ
ら
に
伴
う
作

業

下
刈
り

林
木
の
健
全
な
成
長
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
、
雑
草
木
の
除
去
及
び
適
切
な

処
分

除
間
伐

林
木
の
健
全
な
成
長
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
、
不
良
木
の
淘
汰
、
不
用
木
の

除
去
及
び
適
切
な
処
分

枝
打
ち

林
木
の
枝
葉
の
一
部
の
除
去
及
び
適
切
な
処

分

作
業
路
開
設

森
林
整
備
を
行
う
た
め
に
必
要
な
作
業
路

（
幅
員
は
２
m
以
下
と
す
る
）
の
開
設

簡
易
防
災

施
設
整
備

森
林
の
保
全
を
図
る
た
め
の
簡
易
な
防
災
施

設
（
木
柵
工
、
排
水
施
設
等
）
の
設
置

標
識
設
置

適
正
な
保
全
を
図
る
た
め
の
標
識
の
設
置

保全活用
施設の整備

施
設
設
置

森
林
を
公
益
的
に
利
用
す
る
た
め
の
施
設
の

設
置
（
遊
歩
道
、
ベ
ン
チ
、
巣
箱
等
）

機
材
整
備

保
全
活
動
に
必
要
な
機
材
の
整
備（
刈
払
機
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
チ
ッ
パ
ー
等
）

※ 

「
保
全
活
用
施
設
の
整
備
」
は
、
保
全
活
用
型
協
定
を
結
ん
だ
場

合
に
事
業
対
象
と
な
り
ま
す
。

⑥森林の保全・活用

次
の
①
、
②
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
ま
す
。
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白石
医院

ボーリング
パチンコ店

GS

宮下公園

三
光
院

新宮
小学校

コンビニ

市営駐車場

安塚

主主要要地地方方道道　　茨茨城城鹿鹿島島線線

主要地方道　茨城鹿島線

宮内公民館

至
水
戸

至
鹿
嶋

鹿
島
臨
海
鉄
道　

大
洗
鹿
島
線

新
鉾
田
駅

県道　大竹鉾田線県道　大竹鉾田線県道　大竹鉾田線

至大竹

公
共
下
水
道
工
事

の
お
知
ら
せ

　

★
工
事
中
は
、
原
則
と
し
て
片
側
交
互

通
行
に
な
り
ま
す
。

　

工
事
箇
所
に
よ
り
、
か
な
り
の
交
通
渋

滞
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
現
場

の
指
示
に
従
い

通
行
し
て
く
だ

さ
い
。

　

安
塚
・
烟
田
・
鉾
田
の
一
部
区
域
に
お
い

て
公
共
下
水
道
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
通
行
規
制
な
ど
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
工
事
概
要

　

● 

区
域

：

安
塚
・
烟
田
・
新
鉾
田
一
丁
目
・

新
鉾
田
西
二
丁
目
・
鉾
田
の
各
一
部
地
域

　
　
（
地
図
中　
　
　

線
の
部
分
）

　

●
期
間

：

３
月
末
ま
で

　

※ 

工
事
時
間
は
、
原
則
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　

午
後
５
時
ま
で

問
市役所下水道課
☎33－2111
（内線）1263

茨
城
社
会
保
険
事
務
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

年
金
記
録
の
確
認
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
12
月
か
ら
今
年
10
月

に
か
け
て
、
す
べ
て
の
年
金

受
給
者
・
現
役
加
入
者
の
皆

さ
ま
に「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

を
お
届
け
し
ま
し
た
。
記
載

さ
れ
て
い
る
年
金
記
録
を
確

認
い
た
だ
き
、「
も
れ
」や「
誤

り
」
が
あ
る
場
合
も
、
な
い

場
合
も
、
必
ず
ご
回
答
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

【問合せ先】
■「ねんきん特別便」 　一般電話・携帯電話から　　0570-058-555
　専用ダイヤル 　IP 電話・PHSから 　　　　03-6700-1144

■受付時間　　平日　午前９時から午後８時　　第２土曜日　午前９時から午後５時

※ 通話料は、一般固定電話の場合、接続先にかかわらず市内料金でご利用いただけま
す。ただし、携帯電話の場合は全額発信者負担となります。

「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
を
お
届
け

し
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付

し
た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村

民
税
等
の
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
か
ら
所
得
税
法
の

改
正
に
よ
り
、
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
社

会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
添
付
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
の
で
大
切
に
保

管
し
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

■
発
送
時
期

　

11
月
上
旬
及
び
２
月
上
旬

【問合せ先】
■控除証明書 　一般電話・携帯電話から　　0570-070-117
　専用ダイヤル 　IP 電話・PHSから 　　　　03-6748-8882

■受付期間　　　　　　平成 20 年 11 月４日から平成 21 年３月 13 日
　及び受付時間　　　　平日　　午前９時から午後５時

※通話料は、一般固定電話の場合、接続先にかかわらず市内料金でご利用いただけま
す。　ただし、携帯電話の場合は全額発信者負担となります。

　
　

市
の
動
静
（
10
月
）

１　

鉾
田
海
岸
保
全
対
策
検
討
委
員
会

２　

茨
城
県
消
防
殉
職
者
慰
霊
祭
及
び
消
防
大
会

３　

茨
城
県
近
代
美
術
館
移
動
美
術
館
開
館
セ
レ
モ
ニ
ー

５　

第
９
期
ほ
こ
た
塾
入
塾
式

６　

市
民
と
市
長
の
朝
市
ト
ー
ク

　
　

鉾
田
市
交
通
対
策
協
議
会

12　

市
長
と
の
懇
談
会

15　

茨
城
県
市
長
会
先
進
地
行
政
視
察

17　

 

振
り
込
め
詐
欺
防
止
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
嘱
式

及
び
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

18　

鉾
田
ブ
ラ
ン
ド
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

　
　

鉾
田
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

19　

 

茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
鹿
行
地

区
大
会

20　

茨
城
県
被
害
者
支
援
連
絡
協
議
会
総
会

21　

茨
城
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
理
事
会

22　

 

大
洗
・
鉾
田
・
水
戸
環
境
衛
生
組
合
管
理
者

会
議

　
　

国
道
３
５
４
号
整
備
促
進
協
議
会

　
　

県
知
事
要
望
活
動

23　

全
国
都
市
問
題
協
議
会

28　

茨
城
県
北
鹿
行
市
長
会
定
例
会

29　

鉾
田
市
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
協
議
会

鉾
田
市
議
会
定
例
会
の
お
知
ら
せ

◆
開
会　

12
月
２
日
（
火
）
10
時
か
ら

　

鉾
田
市
役
所　

３
階　

市
議
会
議
場

　
（
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
傍
聴
を
す

る
方
は
お
問
合
せ
の
う
え
お
い
で
く
だ
さ
い
）

問
市議会事務局
☎33-2111（内線）1311
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問

保育園・・・市福祉事務所 子ども家庭課
　☎33-2111（内線）1572・1579
幼稚園・・・教育委員会　学校教育課
　☎37-4340（直通）

保
育
園
児

幼
稚
園
児募

集
！

※ 

定
員
に
よ
り
入
所
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

保

育
園
児

認
可
保
育
園

■
受
付
期
間　

12
／
１
（
月
）
〜
12
（
金
）

　
　
　
　
　
　
（
土
、
日
を
除
く
）

■
受
付
窓
口　

市
福
祉
事
務
所　

子
ど
も
家
庭
課

　
　
　
　
　
　

旭
・
大
洋
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

※ 

申
込
書
類
等
は
受
付
窓
口
の
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　

各
保
育
園
で
も
配
布
（
11
月
中
旬
）

提
出
書
類
等

新
規

継
続

入
所
申
込
書

○

－

入
所
児
童
家
庭
状
況
調
査
書

○

○

心
身
状
況
書

○

○

就
労
証
明
書
又
は
採
用
予
定
証
明
書

○

○

平
成
20
年
分
給
与
所
得
源
泉
徴
収
票
又
は
確
定
申

告
書
の
写
し（
勤
務
先
よ
り
発
行
・
申
告
後
に
提
出
）

○

○

妊
娠
出
産
証
明
書
又
は
医
師
の
診
断
書

○

○

印
鑑

○

○

■
入
所
基
準

○
家
庭
外
就
労
：
保
護
者
が
家
庭
外
で
仕
事
を
し
て
い
る

○ 

家
庭
内
就
労
：
保
護
者
が
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ
て
家

事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る

○
親
の
い
な
い
家
庭
：
死
亡
、
行
方
不
明
、
拘
禁
な
ど

○ 

親
の
出
産
等
：
親
の
出
産
前
後
、
病
気
、
負
傷
、
心
身

に
障
害
を
持
っ
て
い
る

○ 
病
人
の
看
護
等
：
家
庭
内
に
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心

身
に
障
害
を
持
つ
方
が
い
る
た
め
、
い
つ
も
親
が
そ
の

看
護
に
あ
た
っ
て
い
る

○ 

家
庭
の
災
害
：
災
害
や
風
水
害
、
地
震
な
ど
に
よ
り
、

そ
の
家
庭
を
損
失
し
ま
た
破
損
し
た
場
合
な
ど
そ
の
復

興
期
間

※ 
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
（
２
人
目
以

降
の
園
児
、
母
子
世
帯
等
）

保
育
料

（平成 20年度鉾田市保育料徴収基準額表）
各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分 徴収基準額

階層
区分 定義 ３歳

未満児 ３歳児 ４歳
以上児

第１ 生活保護法による被保護世帯 0円 0円 0円

第２ 第１階層及び第４～第７階
層を除き、前年度分の市町
村民税の額の区分が次の区
分に該当する世帯

市町村民税
非課税世帯

4,500 円 3,600 円 3,600 円

第３ 市町村民税
課税世帯

11,700 円 9,900 円 9,900 円

第４

第１階層を除き、前年分の
所得税課税世帯であって、
その所得税の額の区分が次
の区分に該当する世帯

40,000 円未満 21,000 円 18,000 円 18,000 円

第５ 40,000 円以上
103,000 円未満

35,600 円 26,000 円 23,900 円

第６ 103,000 円以上
413,000 円未満

44,000 円 26,000 円 23,900 円

第７ 413,000 円以上 49,000 円 26,000 円 23,900 円

保
育
所
（
園
）
名

所
在
地

定
員

公立

第
一
保
育
所

塔
ヶ
崎
9
1
8

9
0

第
二
保
育
所

鉾
田
1
4
8

9
0

私　　立

青
山
保
育
園

安
塚
8
7
1

－

1

1
2
0（
予
定
）

串
挽
保
育
園

串
挽
８
６
１

－

1

9
0

と
り
の
す
保
育
園

鳥
栖
１
２
７
９

－

２

9
0

あ
か
つ
き
保
育
園

安
房
１
６
７
２

－

16

6
0

旭
保
育
園

上
釜
９
３
４

－

64

1
8
0

大
洋
保
育
園

上
沢
76

－

1

9
0

わ
ん
ぱ
く
保
育
園

飯
島
３
３
４

－

９

2
0

募
集
人
員

幼

稚
園
児

公
立
幼
稚
園

３
歳
児

４
歳
児

５
歳
児

Ｈ 17.4.2
～

Ｈ 18.4.1 生

Ｈ 16.4.2
～

Ｈ 17.4.1 生

Ｈ 15.4.2
～

Ｈ 16.4.1 生

旭
幼
稚
園

―

90

105

鉾
田
北
幼
稚
園

20

60

70

鉾
田
幼
稚
園

―

60

70

つ
ば
さ
幼
稚
園

―

90

105

年
齢

幼
稚
園
名

■
受
付
期
間　

11
／
17
（
月
）
〜
28
（
金
）

　

※ 

継
続
児
優
先
、
募
集
人
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

　

※
抽
選
日
時　

12
／
３
（
水
）
10
時
か
ら

　

※
抽
選
場
所　

鉾
田
中
央
公
民
館

　

※
鉾
田
北
幼
稚
園
は
、
巴
第
一
小
・
大
和
田
小

　
　

・
徳
宿
小
・
舟
木
小
・
青
柳
小
学
区
を
優
先

■
受
付
時
間　

９
時
〜
16
時
（
土
、
日
を
除
く
）

　
■
受
付
窓
口　

希
望
す
る
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　

ま
た
は
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
（
旭
総
合
支
所
２
階
）

■
応
募
用
紙　

 

各
幼
稚
園
・
教
育
委
員
会
及
び
鉾
田
中
央

公
民
館
、
大
洋
公
民
館
で
配
布

　
　
　
　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
可　

■
手
続
に
必
要　

 

印
鑑
・
同
居
家
族
全
員
の
生
年
月
日
の

分
か
る
も
の
（
メ
モ
等
で
結
構
で
す
）

■
費　
　

用　
　

授
業
料
・
給
食
費
・
教
材
費
等

■
通
園
バ
ス　

 

旭
幼
稚
園
、
鉾
田
北
幼
稚
園
、
つ
ば
さ
幼

稚
園
で
運
行

　
　
　
　
　
　

鉾
田
幼
稚
園
に
つ
い
て
も
検
討
中

◎
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見
つ
け
た
と

き
は
、児
童
相
談
所
や
市
の
担
当
窓
口
に
連
絡
（
通
告
）

し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
（
通
告
）
し
た
人
の
秘
密
は
法

律
で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
場
合
は
、
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
相
談
場
所

　

●
茨
城
県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
鹿
行
児
童
分
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
３

－

4
1
1
9

　

●
市
福
祉
事
務
所　

子
ど
も
家
庭
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
３

－

2
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
1
5
7
2

家
庭
児
童
相
談
室

　

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
な
ど
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

●
鉾
田
市
福
祉
事
務
所
家
庭
児
童
相
談
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
３
３

－

2
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
）
1
5
7
9

11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
。

な
も
の
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問
水戸地方裁判所
☎029-224-8408

裁
判
員
制
度

裁
判
員
制
度

〜
平
成

〜
平
成
2121
年
５
月

年
５
月
2121
日
ス
タ
ー
ト
〜

日
ス
タ
ー
ト
〜

●就職禁止事由の該当の有無

（例：自衛官、警察職員など）

●客観的な辞退事由に該当

する場合、１年をとおして

の辞退希望の有無・理由

（例：70歳以上、学生又は

生徒、過去5年以内におけ

る裁判員経験者など）

●重い疾病又は障害がある

ため裁判員としての参加が

困難な場合、1年を通じて

の辞退希望の有無・理由。

●月の大半にわたって裁判

員になることが特に困難な

特定の月がある場合、その

特定の月における辞退希望

の有無・理由

調査票で
尋ねられる内容

⬇⬇

裁判員の選ばれ方
裁判員候補者名簿作成

　地方裁判所ごとに、市町村の選挙管理委員
会がくじで選んで作成した名簿に基づいて、
来年の裁判員候補者名簿が作成されます。

平成20年11月下旬から12月
名簿記載通知及び
調査票送付

　裁判員候補者名簿に記載されたことをお知
らせする通知（名簿記載通知）が送付されます。
　この段階ではすぐに裁判所に行く必要はあ
りません。また、就職禁止事由や客観的な辞
退事由に該当しているかなどを尋ねる調査票
が併せて送付されます。

　事件ごとに裁判員候補者名簿の中からくじ
で裁判員候補者が選ばれます。

　くじで選ばれた裁判員候補者に質問票が同
封された選任手続期日のお知らせ（呼出状）
が送付されます。
　裁判の日数が３日以内の事件では１事件あ
たり 50 人程度に呼出状が送付されます。
　同封された質問票を返送し、辞退が認めら
れた場合のみ呼出しが取り消されます。

　裁判員候補者のうち、呼出しが取り消され
た方以外の方は、選任手続の当日に裁判所に
行くことになります。
　裁判長により裁判員候補者に質問がされま
す（不公平な裁判をする恐れの有無、辞退希
望の有無・理由など）。

　最終的に事件ごとに６人の裁判員が選ばれま
す（必要な場合は補充裁判員も選任されます）。
　通常、午前中に選任手続が完了し、午後か
ら審理が開始されます。

⬇
事件ごとに名簿の中から
抽選により候補者決定

呼出状及び質問票送付

⬇

裁判の当日に選任手続

６人の裁判員が選任

⬇

⬇

裁
判
員
制
度
と
は

　

裁
判
員
制
度
と
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
が
裁
判
員
と
し
て
刑

事
裁
判
に
参
加
し
、
被
告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、
有
罪
の
場

合
に
は
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
か
を
裁
判
官
と
一
緒
に
判
断

す
る
制
度
で
す
。

　

国
民
が
裁
判
に
参
加
す
る
制
度
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ

ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

これまでの刑事裁判裁
判
官
３
人

裁
判
員
６
人

裁
判
員
制
度
導
入
か
ら
の
刑
事
裁
判

茨
城
県
内
で
は

　

茨
城
県
内
で
、来
年
１
年
間
に
必
要
な
裁
判
員
候
補
者
７
，

６
０
０
人
に
裁
判
所
か
ら
「
名
簿
記
載
通
知
」
が
送
付
さ
れ

ま
す
。

　

７
，
６
０
０
人
と
い
う
数
字
は
、
来
年
１
年
間
の
刑
事
裁

判
予
想
件
数
を
１
１
４
件
と
し
て
、
１
つ
の
事
件
に
呼
出
し

す
る
裁
判
員
候
補
者
を
１
０
０
人
と
し
て
、
５
月
か
ら
12
月

の
８
か
月
で
計
算
し
算
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
選
挙
人
名
簿
登
録
者
は
６
月
現
在
で
約

２
４
２
万
４
，
０
０
０
人
の
た
め
、
約
３
１
９
人
に
１
人
に

対
し
「
名
簿
記
載
通
知
」
と
「
調
査
票
」
が
今
年
の
12
月
10

日
ご
ろ
ま
で
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
21
年
５
月
21
日
か
ら
裁
判
員
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

制
度
が
始
ま
る
準
備
と
し
て
、
今
年
11
月
下
旬
か
ら
12
月
上
旬
に
か

け
て
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
方
に
対
し
て
「
名
簿
記
載
通

知
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺

振
り
込
め
詐
欺
に

だ
ま
さ
れ
な
い
！

　

家
族
が
窮
地
に
あ
る
こ
と
を
装
っ
て
、

あ
る
い
は
「
還
付
金
を
受
け
取
れ
る
」
と

偽
っ
て
、
言
葉
巧
み
に
A
T
M
に
誘
導
し

高
額
な
金
額
を
振
り
込
ま
せ
る
〝
振
り
込

め
詐
欺
〞（
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
還
付
金
等

詐
欺
な
ど
）の
被
害
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

特
に
高
齢
者
が
被
害
者
の
約
８
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

●
電
話
や
郵
便
物
な
ど
で
、
高
額
の
現
金
を
相
手
の

預
金
口
座
に
「
振
り
込
め
」
と
い
う
も
の
に
つ
い
て

は
、言
わ
れ
る
ま
ま
に
振
り
込
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。 

●
A
T
M
に
お
い
て
、
携
帯
電
話
で
操
作
を
指
示
し

て
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
手
口
が
増
え
て
い
ま
す
。

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
A
T
M
で
の
携
帯
電
話
使

用
は
自
粛
し
ま
し
ょ
う
。 

●
万
一
に
備
え
て
、被
害
額
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、

A
T
M
で
の
振
込
利
用
限
度
額
を
引
き
下
げ
て
お
く

と
よ
い
で
し
ょ
う
。 

●
振
り
込
め
詐
欺
の
手
口
は
、
次
々
に
新
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
心
配
な
時
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
や
お

住
ま
い
の
自
治
体
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

裁
判
員
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
裁
判
員
制
度
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト 

（http://w
w
w
.saibanin.courts.go.jp

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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　　頑張る消防団操法大会開催！

　　～知事へ要望～国道354号早期整備

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

まちの
話題

長、石﨑市議会議長が出席し早期整備と地域の
実情を訴えました。
　３桁国道は、国から県へ移管されて道路の維
持・整備がなされていることから、知事への要
望となりました。
　国道354号は、鉾田市を起点として群馬県高
崎市を結ぶ道路で、県内での総延長は約123㎞
（鉾田市から古河市）となっています。現在、
鉾田市内では、札地区で鹿行大橋の整備が進め
られていますが、今年５月に道路特定財源の一
般財源化が閣議決定されるなど、地方道路の整
備が先行き不透明な状況となっています。
　このため、真に必要な道路の計画的整備及び
地方に充分な財源が確保されるよう申し入れが
なされました。

　10月22日、県庁で県内10市町
で構成する「国道354号整備促進
協議会」主催による知事への要望
活動が行われ、本市からも鬼沢市

大竹海岸で、ライフセービング大会
の大会は、日本ライフセービング協
関東近県から13クラブ総勢約250
た水難救助の技術を競いあいました。
フライフセービングクラブが参加し
闘しました。

　鉾田市からは、ポンプ車の部に鉾田支団の藤
沼分団が、小型ポンプの部に大洋支団の第９分
団が出場し大健闘しました。
　この大会は、毎年、各市の代表分団が出場し
日頃の訓練の成果を競います。
　競技は減点方式で行われ、ちょっとしたミス
が順位を大きく左右するうえ、市の代表とあっ
て、各地区の大応援団が見守る中での競技は、
選手たちにとってかなりの重圧。そのプレッ
シャーを跳ねのけ競技を終えた選手たちの表情
は、結果よりも新たな団結心を得た喜びの方が
大きかったように見えました。
【市内分団の結果】
藤沼分団　準優勝　　第９分団　敢闘賞

　10月19日、カシマサッカース
タジアム駐車場で、第59回茨城
県消防ポンプ操法競技大会鹿行地
区大会が開催されました。

ービング　スーパーシリーズ2008
グ大会 in 鉾田

協議会
を推進！

害防止アドバイサー委嘱
ご注意を！

パーク鉾田で社会福祉協議会主催に
り」が開催されました。
晴れにつつまれ、野外ステージでの催
店、バザー、福祉体験、手話教室、広
ルバーリハビリ体操などが行われ、の
がら福祉に触れる一日となりました。

鉾田支店会議室で鉾田警察署主催によ
への「振り込め詐欺被害防止アドバイ
した。連日のように報道がなされてい
増加に歯止めがかからない事件。粟生
ながら、「一度信じ込まされたら、冷静
のが振り込め詐欺です。アドバイザー
お願いします。」と挨拶がありました。
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　10月５日、鉾田市大竹海
が開催されました。この大
会公認となっており、関東
人が参加し、日頃鍛えた水難
本市からも、大竹サーフラ
ホストチームとして健闘し

　　ジャパン　ラフセービライフセービング大

　　鉾田市社会福祉協議地域の福祉活動を推

　　振り込め詐欺被害防振り込め詐欺にご注

　　茨城県近代美術館移動美術館開催芸術の秋、ルノアール・横山大観作品などを鑑賞
　10月14日から19日にかけて大洋公民館で茨城県近代美術館による
移動美術館が開催されました。
　この催しは、県民の芸術文化への興味関心を高め、潤いある生活
づくりを目的として、県内で毎年1か所が選定され実施されています。
　開催期間中は、子ども向けの関連イベントなども行われ、5000人
を超える方が訪れ、市民の芸術への関心の高さがうかがわれました。

　　～鉾田市ウォーキング大会～ウォーキングで健康づくり！
　10月18日、鹿島灘海浜公園をメイン会場にウォーキング
大会が開催され約400名が参加しました。公園をスタートし
て国道沿いを歩き、大竹海岸へと降りて海を見ながら歩く
コース。「いいとこだねすばらしいわ」などの声が聞かれま
した。ゴール地点では、鉾田市食生活改善推進員さんによる
心のこもった混ぜご飯やとん汁も用意され参加者らは大満
足の様子でした。

　　～カシマアントラーズホームタウンデイズ～鉾田の日開催！
　９月28日、カシマサッカースタジアムでホームタウン
デイズ「鉾田の日」が開催されました。
　この催しは、毎年開催され、鹿島アントラーズの試合で
観客の皆さんに鉾田市をPRするもの。
　今回は、JA茨城旭村、JAかしまなだの協力によりメ
ロン、サツマイモ、お米など農産物のPRが行われました。

　　～学校給食センター整備検討委員会中間報告～給食センター建設へ提言
　10月23日、鉾田市学校給食センター整備検討委員会（飯島
仁会長）から報告（中間）がありました。今回は、施設建設場
所について、厳しい財政状況などを勘案し、市有地の活用も含
めた候補地から、施設の排水処理、進入路、各学校への配送時
間及び施設整備のための面積が確保できることなどに視点をお
き、優先順位をつけた３候補地の報告がありました。さらに今
後は、施設の内容及び運営などについて検討される予定です。

　　市民と市長の朝市トーク休日版市長との懇談会実施！
　10月12日、鉾田中央公民館で「市民と市長の朝市トーク」の休
日版が実施されました。
　市長との懇談会は、今年度２回目の実施。少人数形式のため、市
長とひざを交えて気軽に質問したり市民の考えを直接、市長に伝え
られるのが最大のメリット。参加者からは、防災行政無線、国民文
化祭、文化複合施設や文化行政などについて意見が出されました。

　　～地域安全運動キャンペーン開催～ワンツー、ワンツー。元気に地域安全運動
　10月14日、カスミ鉾田店駐車場で、鉾田警察署主催の
「地域安全運動キャンペーン」が行われました。
　振り込め詐欺や車の盗難など注意を促すチラシ等の配布
や、とりのす保育園の４・５歳児約60名によるかわいら
しい合唱と演奏が行われ、買い物客などに地域の安全を呼
びかけました。

　９月27日、ほっとパーク
よる「第３回福祉まつり」
　当日は、爽やかな秋晴れに
しや、広場での各種模擬店、
場の中央を使ってのシルバー
んびりとお腹を満たしながら

　10月17日、常陽銀行鉾田支
る市内金融機関担当職員への
ザー」委嘱式が行われました
るにも関わらず、被害の増加
署長は、実体験を踏まえなが
に対応することが困難なのが
の皆さんの適切な対応をお願
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HOKOTA
Community & Communication

　10月6日、安塚地
内の県道沿いに環境
学習施設「エコ・ハ
ウス」の案内看板が
設置されました。
　この看板を制作し
たのは、鉾田一高生。
昨年、同校が筑波大
との高校・大学連携
事業の一環で大学院
生からの指導を受け
ながら都市計画につ

いて学び、市に対して提案したのがきっか
けで今回の運びとなりました。
　今年度も、同事業は継続されており、９
月30日鉾田市役所会議室で、同校による
市への提言・発表会が行われました。

　10月12日、巴第一
小グランドで、大洗
高校マーチングバン
ド部「ブルー・ホー
クス」の生演奏会が
催されました。
　この催しは、子ど
もたちの情操教育の
一環として行われ、
学校、父兄はもとよ
り、地域住民の子ど
もたちへの願いが込

められ実現する運びとなりました。企画し
た同小学校家庭教育学級代表の片岡さんは、
「子どもたちには未来があります。是非、本
物を体感させてあげたかった。」と笑顔で話
してくれました。

　10月１日、市役
所会議室で鉾田市花
いっぱいコンクール
表彰式が行われ4部
門35団体が受賞し
ました。
【受賞団体】（最優秀
のみ掲載）
　◇フラワーロード
の部　最優秀　青山
保育園◇地域の部　
最優秀　上冨田松久

保班◇団体・職場の部　最優秀　田崎高齢
者クラブ◇学校の部（小・中学校）　最優
秀　旭西小、諏訪小◇学校の部（保育園・
幼稚園）　最優秀　鉾田幼稚園

　10月５日、第９
期ほこた塾入塾式
（冨田光世塾長）が
挙行されました。
　入塾式のあと、茨
城大学の長谷川幸
介先生を講師に迎え
「生涯学習のすすめ」
と題して基調講演が
行われました。今期
には、37名が入塾
し、今後月２～３回

のペースで講座を受講していきます。ほこ
た塾は、市民の交流を進め、市の発展に寄
与し、地域の担い手として、鉾田市のまち
づくりに参加していく理念のもと実施され
ています。

　10月11日 か ら13
日にかけて、さんて
旬菜館で「収穫祭」
が開催されました。
　初日は、小雨となっ
たものの、２日目、
３日目は晴天に恵ま
れ、気持ちの良い秋
晴れとなりました。
収穫祭では、餅つき、
餅まき大会、藤見家
扇之輔舞台ショー、

カラオケ大会、ふかしいもの試食、キノコ汁
販売、新米の試食・販売が行われました。
　来場者たちは、秋の味覚に舌鼓を打ちな
がら、楽しい一日を過ごしていました。

　10月11日、鉾田
総合公園多目的グラ
ンドで鉾田商工会青
年部（川崎孝康部長）
による商工祭（屋台
村）が開催されまし
た。
　当日はあいにくの
小雨模様となりまし
たが、部員による各
種模擬店、ゲーム大
会、ふわふわ、ミニ

機関車なども設置され、にぎやかに彩られ
た会場でとりのす保育園児たちによる演奏
会なども行われました。また、恒例となっ
た豪華賞品入りの餅まきも行われ連休を楽
しむ大勢の家族連れが来場しました。

　　～第９期ほこた塾入塾式～住民主体のまちづくり！
　　～第９期ほこた塾入塾式～住民主体のまちづくり！

　　～さんて旬菜館「収穫祭」開催～秋の実りをご賞味あれ！
　　～さんて旬菜館「収穫祭」開催～秋の実りをご賞味あれ！

　　～鉾田商工会青年部商工祭（屋台村）～商店街が大移動！？
　　～鉾田商工会青年部商工祭（屋台村）～商店街が大移動！？

　　～高校・大学連携事業～高校生の手づくり案内版を設置
　　～高校・大学連携事業～高校生の手づくり案内版を設置

　　～巴第一小家庭教育学級～本物のサウンドを子どもたちへ！
　　～巴第一小家庭教育学級～本物のサウンドを子どもたちへ！

　　～鉾田市花いっぱいコンクール～街をお花でいっぱいに！
　　～鉾田市花いっぱいコンクール～街をお花でいっぱいに！
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SPORTS
第３回鉾田市中学校柔道大会

第22回鉾田市弓道大会

　10月19日、鉾田総合公園に於いて、弓道大会が行われました。一
般と鉾田一高・二高など７つの高校から123名が参加した大会では、
４本の矢を２回に渡って放ち、的中数を競いました。選手のそばから
は、きりきりとしなる弓の音が聞こえてきました。

【大会結果】（敬称略）
・高校の部団体
１位　石岡商業高B
・高校の部個人
１位　柏木政宏（石岡商業）
・一般の部団体
１位　平和の森支部
・一般の部個人
１位　郡司和徳（平和の森）

第４回鉾田市民バレーボール大会

　10月19日、鉾田総合公園に於いて、男
子の部６チーム・女子の部５チーム・ママ
さんの部12チームが参加してバレーボー
ル大会が行われました。ママさんの部はAリーグ・Bリーグに分かれて
試合を行い、高校生チームも多く参加し元気な掛け声が飛び交いました。

【大会結果】
・女子一般の部
優　勝　Ｂ－ＶＡＰ
準優勝　鉾田一高OG
・男子の部
優　勝　VC　GUNS
準優勝　鉾田二高OB
　　　　ブルーロケッツ
・ママさんの部
A優勝　飛鳥クラブ
準優勝　さくらクラブ
B優勝　RUN’S
準優勝　モンキーズ

　９月27日、旭中学校武道場に於いて
鉾田市教育委員会主催のもと、県内の
17校の中学校が参加する柔道大会が行
われました。鉾田市は、旭・鉾田南・大
洋中が参加しました。

【大会結果】

・男子団体の部
優　勝　那珂湊中
準優勝　神栖四中

・女子団体の部
優　勝　那珂湊中
準優勝　波崎一中

鉾田市PTA連絡協議会球技大会

　10月５日、鉾田総合公園、鉾田南中
体育館に於いてソフトボール12チーム、
バレーボール８チーム、ソフトバレー
ボール16チームが参加して親睦大会が
行われました。

【大会結果】
・ソフトボールの部
優　勝　徳宿小
準優勝　 鉾田南中
３　位　当間小
　　　　新宮小
・バレーボールの部
優　勝　 鉾田南中
準優勝　 鉾田北中
・ソフトバレーボールの部
優　勝　旭西小
準優勝　 大洋中
３　位　野友小
　　　　諏訪小

第28回鹿行ブロックゲートボール選手権大会

　10月９日、鉾田総合公園において鹿行の30チームが参加したゲー
トボール大会が行われました。大会関係者にお話をお聞きすると、な
かなか新しいメンバーが増えないのが悩みとの事ですが「ゲートボー
ルほど面白いものはない」とのことでした。

【大会結果】
総合優勝　小貫

・各コート優勝
新駒・下富田・塙・豊和Ａ・
つくし・ドリューム・串挽・
小貫

第11回鉾田ロータリークラブ杯少年野球大会

　10月18・19日に市内４つの野球場で行
われた野球大会は、鹿行地区から20チームが参加しました。鉾田市内で
の６年生最後の大きな大会とあって、元気な声援があちらこちらから聞こ
えてきました。参加した６年生には記念の名前入りメダルが贈られました。

　【大会結果】
優　勝　旭ヤングスター
準優勝　 新宮スポーツ少年団
３　位　 徳宿スポーツ少年団
４　位　鉾田黒潮

　９月28日、筑西市下館総合体育館に於いて、社団法人日
本空手協会第33回関東地区空手道選手権大会が行われまし
た。鉾田空手スポーツ少年団から県大会を勝ち出場した楠
理久君が小４男子組手の部で優勝しました。小６女子組手
の部では石橋萌永さんもベスト８に入賞するなど好成績を
おさめました。また、同大会へは、山口朝陽君（３年）、石田
佳奈さん（５年）、小泉純子さん（６年）も出場し健闘しました。

楠理久君（優勝）

関東大会で大活躍！！
石橋萌永さん（８位）
（写真右）

（写真左）
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百里基地音楽祭
問　航空自衛隊第７航空団広報班音楽祭係
☎0299－ 52－ 1331（内線　2587）

申込締切　１１/１６（日）
日時　12/ ６（土）14：00～ 16：00
場所　小美玉市立小川文化センター
申込方法　 往復ハガキ（住所・氏名・電話番号・

年齢）又は基地ホームページから申込
　　　　　※ハガキ１枚で４名まで申込可
申込先　〒３１１－３４９４　
　　　　航空自衛隊第７航空団
　　　　広報班音楽祭　係
        http://www.mod.go.jp/asdf/hyakuri/

日時　11/16（日）13：30～ 15：00
場所　レイクエコー
演題　「今こそ、新しい大人文化を創ろう」
　　　残間里江子　氏（メディアプロデューサー、
　　　　内閣官房都市再生戦略チーム委員）
対象者　県民 308名

問・申込　レイクエコー ☎ 0299－ 73－ 2300

弘道館アカデミー「生涯学習講演会」（無料）

精神保健福祉相談（予約制）
日時　毎月第３水曜日　13：00～ 15：00
場所　鉾田保健所
対象者　 精神症状に関する相談を希望する本

人または家族等
相談員　精神科の専門医師
問　鉾田保健所精神保健担当☎33－2158

歯の何でも電話相談
日時　11/16（日）14：00～ 17：00
受付電話番号　029－823－7930
　　　　　　　029－835－0737
相談員　歯科医師

税理士による税務相談（予約制）
日時　11/19（水）・12/ ３（水）
　　　13：30～ 16：30
場所　鹿嶋市まちづくり市民センター
問　関東信越税理士会潮来支部
　　☎０２９９－８４－１６１１

全国一斉「女性の人権ホットライン」電話相談
職場での男女差別・セクハラ、夫やパートナー
の暴力、ストーカー問題など
期間　11/17（月）～ 23（日）
時間　８：30～ 19：00　
　　　※土日は、10：00～ 17：00
受付電話　0570－070－810
相談員　人権擁護委員・法務局職員
問　水戸地方法務局人権擁護課
　　☎029－227－9919

問合せ先については各相談欄をご覧下さい。

無料相談

申込受付　１１/４（火）から
　ミュージカル「ラ・カージュ（オ・フォール
籠の中の道化たち）」の観覧参加者を募集します。
日時　12/25（木）　集合　８：30
対象者　鉾田市在住・在勤の方
場所　日生劇場（東京都）
申込金　14,200 円
　　　　（チケット・昼食代）
申込方法　鉾田中央公民館窓口で
　　　　　申込金を添えて申込
定員　43名（先着順）
※定員になり次第締め切ります

問　鉾田中央公民館☎33－2030

鉾田中央公民館　移動芸術鑑賞
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総合型地域スポーツクラブの愛称・ロゴマーク募集！
問・申込　大洋地区総合型地域スポーツクラブ設立準備委員会　　　事務局　　味原　俊男

〒311-2103鉾田市汲上534-1　　☎39-3318（FAX兼用）Eメールアドレス　t-ajihara@river.ocn.ne.jp

　文部科学省が実施している総合型地域スポーツクラブ育成推進事業委託金を活用し、市の協力
も得ながら次の目的に沿ったクラブ設立を進めています。　

①いつでも どこでも だれでも いつまでもスポーツと文化に親しめる機会の提供②子どもから高
齢者までの健康づくり③地域コミュニティの促進④スポーツを通じた青少年の健全育成

鹿賀丈史鹿賀丈史

市村正親市村正親

【応募方法】ハガキ、FAX又はEメールにより①愛称又はロゴマーク②住所、氏名及び電話番号を記入のうえご応募ください。（様式は問いません）【応
募締切】平成20年12月20日（土）【その他】入選者には薄謝を進呈
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申込締切　11/５（水）
日時　11/10（月）受付13：00～
場所　鉾田保健センター
内容　情報交換・交流会
講師　パーキンソン病友の会茨城支部
　　　　　　　　　支部長・事務局長
申込方法　電話・ＦＡＸ・郵送で申込
郵送先　〒311－1517
　　　　鉾田市鉾田1367－3
　　　　鉾田保健所健康指導課難病担当

問　鉾田保健所健康指導課難病担当
☎33－2158　FAX33－3136

パーキンソン病講演会（第３回）

　鹿行地区の皆さんによる、歌や踊りの発表会
です。多くの方の見学をお待ちしています。
日時　11/30（日）10：00～ 15：00
場所　レイクエコー（行方市宇崎）
入場無料

問　鹿行地区高齢者はつらつ百人委員会
文化部　志村乃婦　☎0299－64－6587

はつらつ交流発表会

　鉾田農高産のシクラメンなどの花類やゴボウ
等の野菜類、焼菓子等の加工品を販売します。
日時　11/16（日）９：30～ 14：00
　　　※雨天決行
場所　鉾田農業高等学校　農場
内容　学科企画、研究・作品展示、農産物・加
　　　工品販売、模擬店等
　※販売品目等は、天候により変更になる場合があります。

問　鉾田農業高等学校　☎36－3329

鉾田農業高校文化祭「第20回緑苑祭」

【学校公開】
日時　11/ ７（金）９：30～ 14：30
　　　・授業参観（各教室） 10：30～11：50
　　　・講演（体育館）　　 12：50～14：20
　　　　　「息子とあゆんできた36年、
　　　　　　　　　　そしてこれから・・・」
　　　茨城県ダウン症協会会長　渡辺千代子先生
【第22回鹿養祭・創立30周年記念式典】
日時　11/22（土）9：20～14：30 ※雨天決行
場所　茨城県立鹿島養護学校
内容　 学習発表、記念式典、各種イベント、即

売、展示など

　労働力調査は、国内の就業の状況を調べる調
査で、就業者数、完全失業者数、完全失業率な
どを明らかにするために行われ、経済対策や雇
用失業対策に役立てられます。
　調査に先立ち、知事から委嘱された調査員が
対象地区の各世帯へお伺いしますのでご協力を
お願いします。
１月実施地区　田崎・箕輪・菅野谷地区

問　茨城県統計課　☎029－301－2649
市役所企画課　☎33－2111（内線1301）

労働力調査にご協力ください

　「平成20年分の給与所得者の年末調整事務及び法定調書
の書き方等」についての説明会を次の日程により開催します。

問　潮来税務署法人課税第一部門　☎0299－66－6934

年末調整説明会

11/14

14:00 ～ 16:00

鉾田中央公民館
11/18 行方市麻生公民館
11/25 鹿嶋勤労文化会館
11/26 神栖市文化センター

　個人事業者の方で、基準期間の課税売上高が
1,000 万円を超える方は、税務署に「消費税
課税事業者届出書」を提出する必要があります。
<基準期間 >
　個人事業者の場合は、その年の前々年をさします。（平
成 19年分の課税売上高が 1,000 万円を超えている方
は、平成 21年分の消費税の課税事業者となります）
<課税売上高 >
　消費税が課税される取引の売上金額と輸出取引等の
免除売上金額の合計額（これらの売上げに係る売上返
品、売上値引や売上割戻し等に係る金額がある場合に
はこれらの金額を差し引いた金額）をいいます。
◇簡易課税制度
　基準期間における課税売上高が 5,000 万円
以下の方は、簡易課税制度を選択することがで
きます。平成 21年分から簡易課税制度を適用
して申告する方は、12 月 31 日までに税務署
に届出してください。
（注）１　簡易課税制度を選択された方は、事業廃止の
場合を除き２年間以上継続した後でなければ選択をや
めることはできません。選択をやめる場合にはやめよ
うとする課税期間の開始の日の前日までに税務署に届
出して下さい。
※課税事業者の方は、消費税法に基づく帳簿の記載が
必要です。一般課税で申告される方（簡易課税制度を
選択されない方）は、課税仕入れ等の事実を記録した
帳簿及び請求書等の両方の保存がない場合、仕入税額
控除の適用を受けることができません。

問　潮来税務署　☎0299－ 66－ 6931

消費税の届け出

　この調査は、住生活の安定・向上に係る総合
的な施策を推進する上で必要となる基礎資料を
得るために、居住者の意向・満足度等を総合的
に調査するもので、５年ごとに実施するものです。
　11 月 24 日から 12 月７日に、統計調査員
証を持った調査員が、対象世帯を訪問しますの
で、ご協力をお願いします。

問　市役所都市建設課　☎33－2111（内線1274）

住生活総合調査にご協力ください

　都市計画道路潮来鉾田線の環境影響評価につ
いての結果を記載した「環境影響評価書」が作
成されましたので、次の通り縦覧します。
期間　10/27（月）～ 11/27（木）
　　　８：30～ 17：00（土・日及び祝日除く）
場所　・鉾田市役所都市建設課
　　　・茨城県土木部都市局都市計画課
縦覧内容
　環境影響評価についての調査・予測・評価の
結果を記載した環境影響評価書

問　市役所都市建設課　☎33－2111（内線1274）

環境影響評価書の縦覧

11/16（日）「家庭の日」
　　 『いばらきKids　Clubカード』　協賛店舗で
の特別優待サービス（参加店舗はＨＰ参照）

11/24（月）
　　「親子のきずなフォーラム」（入場無料）
　　時間　13：00～ 15：30
　　場所　県民文化センター　大ホール
　　内容　 親子で楽しむ子守唄コンサート、子

育てシンポジウム　など

問　県子ども家庭課少子化対策室　☎029－301－3261
http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/hoken/jifuku/

結婚・子育てわくわくキャンペーン

　相続・遺言についてお話を聞く講座です。お
気軽にお越しください。
日時　12/ ２（火）10：00～ 11：30
場所　鉾田中央公民館
講師　鹿嶋公証役場公証人　平井勝夫　氏
※予約不要です

問　鹿嶋公証役場　☎0299－ 83－ 4822

暮らしの中の法律講座（無料）

invite募集します
人権週間記念フェスタ（無料）
問・申込　茨城県人権啓発推進センタ―
☎029－ 301－ 3136　ＦＡＸ029－ 301－ 3138

Ｅメールアドレス　koso5@pref.ibaraki.lg.jp

日時　12/ ６（土）　13：00～ 16：00
場所　石岡市民会館ホール
内容　人権啓発ポスター・人権メッセージ表彰式
　　　講演：重松清氏（作家）　等　　
申込方法　電話、Ｅメール、ＦＡＸ又はハガキ
　　　　　 ※人権週間記念フェスタ・住所・氏

名・電話番号・申込人数を明記
定員　900名（先着順）
郵送先　〒310－8555　
　　　　水戸市笠原町978－6
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問　県立鹿島養護学校　☎0299－ 82－ 7700

県立鹿島養護学校からのお知らせ

　青色申告決算書の作成方法や作成に当たって
の注意点などについて、説明会を開催します。
なお、青色申告をされる個人事業主の方への青
色申告決算書の発送については、平成20年分か
ら所得税の確定申告書に同封（１月頃発送予定）
することとなりました。

問　潮来税務署法人課税第一部門☎0299－ 66－ 6934

青色申告決算等説明会

12/2
10:00 ～

潮来税務署
14:00 ～

12/3

13：30～

鹿嶋市商工会館
12/4 神栖市中央公民館
12/9 行方市麻生公民館
12/10 鉾田中央公民館
12/11 潮来市立中央公民館
＊説明の所要時間は２時間程度です

持参するもの　11月上旬にお送りする封筒

　11月４日から、納税者の皆様からの電話に
よる国税に関する質問・相談は、国税局「電話
相談センター」でお受けします。これに伴い、
税務署の代表番号が自動音声案内に変わりまし
た。
＊平成 20 年 10 月 24 日をもって、税務相談
室水戸分室・土浦分室は閉鎖しました。

問　潮来税務署　☎0299－ 66－ 6931

電話による国税に関する質問・相談

【予定納税】　 納期限 12/ １
　前年分の所得税の確定申告に基づき計算した
予定納税基準額が 15万円以上である場合に、
原則その１/３相当額をそれぞれ７月（第１期
分）と 11月（第２期分）に納めていただくこ
とになっています。
【予定納税額の減額申請】  申請締切 11/17  
　10 月 31 日現在で、平成 20 年分の「申告
納税見積額（年間所得や所得控除などを見積
もって計算した税額）」が、「予定納税基準額」
よりも少なくなると見込まれる場合は、減額申
請をすることができます。

問　潮来税務署　☎0299－ 66－ 6931

所得税の予定納税（第２期分）
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医療機関案内医療機関案内

◆茨城県救急医療情報システム
電　話　案　内（24時間対応） ☎029-241-4199
インターネット　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携 帯 サ イ ト　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/

◆茨城子ども救急電話相談
毎　日（18：30～22：30） ☎029-254-9900

（短縮ダイヤル　 # 8000）

◆夜間小児救急診療所
毎　日（20：00～23：00） ☎0299-82-3817

鹿嶋市宮中1998-2　鹿島保健センター内

◆中毒110番
つ　く　ば（9：00～21：00） ☎029-852-9999
大　　　阪（24時間対応） ☎072-727-2499
日本中毒情報センター　http://www.j-poison-ic.or.jp/

「広報ほこた」12月号は12月３日発行です

鉾田市民憲章鉾田市民憲章
・ 水と緑ゆたかな自然を誇り、美しい
環境をつくります

・ 思いやりを大切にし、助け合いと感謝
のこころを育みます

・健康で働き、活気ある産業を築きます

・教養を深め、高い文化を培います

・ きまりを守り、安心して暮らせるまち
をつくります

平成19年2月28日制定

旭保健センター ☎37－1411
鉾田保健センター ☎33－3691
大洋保健センター ☎39－4866

■編集・発行■（発行日　H20.11.3）
　鉾田市役所　総務課　秘書室
　　〒311-1592
　　茨城県鉾田市鉾田1444－1
　　 ☎　0291－33－2111
　　FAX 0291－32－4443
　　http://www.city.hokota.lg.jp/

■市人口（H20.10.1現在）
　　総　数　　 5 1,　9 1 1 人
　　　男　　　 2 6,　0 4 3 人
　　　女　　　 2 5,　8 6 8 人
　　世帯数　　 1 6,　9 0 8 戸

　　　鉾　田　警　察　署 ☎34－0110
　　　鉾　田　消　防　署 ☎34－0119
　　　旭 　 出 　 張 　 所 ☎34－4119
　　　大　洋　出　張　所 ☎34－5119
火災情報テレホンサービス ☎32－2119
防災無線テレホンサービス ☎34－8770
 ☎34－8771

（一般の問い合わせ）
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農業用使用済プラスチックなどの収集日程農業用使用済プラスチックなどの収集日程
問　市役所　産業経済課　☎33－2111（内線）1167

旭地区 鉾田地区 大洋地区
9：00～12：00 9：00～12：00 9：00～12：00

塩ビ 12/11（木）11/11（火）・12/1（月） 11/４（火）
ポリ 11/12（水）12/16（火）12/９（火）
農薬空缶 12/17（水） ― ―
※時間が変わりました。ご注意ください。

心配ごと相談心配ごと相談

一般相談（13：00～15：00）
２日前までに予約をお願いします

弁護士相談（10：45～15：00）
予約制

鉾田市社会福祉協議会
　鉾田本所　☎32－5831
　旭支所　　☎37－3571
　大洋支所　☎34－5200

問

旭 鉾田 大洋

11月 27（木）
旭公民館

13（木）
大洋公民館

12月 11（木）
社協本所

25（木）
大洋公民館

11 月の市立図書館休館日
３・１０・１７・２４・２８日

■休日診療■
☎ 11月 12月

鉾 田 病 院 32 - 3 3 1 3 9・30 23・31

高 須 病 院 33 - 2 1 3 1 1 6 2 1・28

ハタミ病院 33 - 3 1 5 8 2 3 1 4・29

北浦整形外科 33 - 2 1 3 6 3・24 ７・30

■健康カレンダー■ （各保健センターで実施）

事 業 名 場　所（項目） 11月 12月

乳児健診 鉾田 12（水）
（H20.7生）

15（月）
（H20.8生）

育児相談

旭 25（火） ９（火）

鉾田 12（水） 15（月）

大洋 ４（火） ２（火）

幼児健康診査

旭
１歳半健診 25（火）

（H19.2～4生） ―

３歳児健診 ― ９（火）
（H17.6～8生）

鉾田

１歳半健診 14（金）
（H19.4生）

19（金）
（H19.5生）

２歳児
歯科健診

７（金）
（H18.4生）

12（金）
（H18.5生）

３歳児健診 11（火）
（H17.7生）

16（火）
（H17.8生）

大洋 １歳半健診 ― ２（火）
（H19.3～5生）

機能回復訓練
（リハビリ）

旭 5・26（水） 3・10（水）

鉾　田 6・13・20（木） 4・11・18（木）

大　洋 7・21・28（金） 5・12・19（金）

▼精神保健事業 （各保健センターで実施）

事 業 名 場　所（時間） 11月 12月

デイケア 鉾田（9：30～11：30） 7・14・21・28（金） 5・12・19（金）

フリークラブ

旭 （9：30～11：30） 12・26（水） 10・24（水）

鉾田（9：30～11：30） 5・19（水） 3・17（水）

大洋（9：30～15：00） 10・17（月） 1・8・15・22（月）

▼献血の日程

12/26（金）
10：00～12：15

ウイズ
13：30～16：00

●11／４（火）大洋市民センター
●12／１（月）旭市民センター
　時間はいずれも8：15～9：15

市民と市長の朝市トーク市民と市長の朝市トーク

■国民健康保険税（５期）■後期高齢者医療保険料（５期） 納　期　限
12/ １（月）

　絵画、書、写真、工芸美術など鉾田市民の優れた作品が展示されます。
期間　11/26（水）～ 30（日）９：00～ 17：00（最終日 15：00まで）
場所　鉾田中央公民館
主催　鉾田市美術展覧会運営委員会
　　　鉾田市教育委員会

問　鉾田市教育委員会生涯学習課
☎37－4341鉾田市美術展覧会

日時　１/11（日）　受付９：30～
場所　鉾田総合公園体育館
対象者　昭和 63年４月２日から
　　　　　平成元年４月１日生まれの方

問　鉾田市教育委員会生涯学習課
☎37－4341鉾田市成人式

【対象者への通知について】
・ 11/１現在鉾田市に住所がある方
に事前にハガキでご案内します。
・ 鉾田市に住所がない方で式典に出席
を希望する方は生涯学習課までお申
し出ください。受付期限11/28（金）

問　市役所農業委員会　☎33－2111
（内線1251・1252）農業委員会からのお知らせ

問　鉾田市民音楽祭実行委員会　☎33－4359
　　市役所企画課　☎33－2111（内線1302）

第４回鉾田市民音楽祭（入場無料）

市役所　総務課秘書室
　☎33－2111（内線1212）

問

日時　11/16（日）13：00開演
場所　鉾田市大洋公民館
出演団体　 中之島流大正琴　琴世会、ザ・コ

ンビニ強盗団、矢下賢秀　エカ、
オハヨー乳業バンド、森作友美
TORIO、Infi nityNoise、プアマナ
フラ研究会、鉾田二高邦楽部、邦楽
グループ「和」、岡里会、新堀彬、
鉾田市民合唱団

ゲスト：Jolly Forest Jazz Orchestra

【受付相談日】
11/ ６（木）・７（金）
　大洋市民センター　９：00～ 12：00
　旭市民センター　  13：00～ 16：00
内容　 農業委員会に関する各種申請書の受

付と審査

【農業委員会役員改選】
　９月 25 日付けで農業委員会会長に塙輝雄
氏、会長代理に磯山勝信氏が就任されました。 　～昨年のフィナーレ～


